
東日本大震災義援金
　東日本大震災義援金へ多くの温かいご
支援をお寄せいただきありがとうござい
ます。

●９月28日現在

　５２,０１６,６２５円
　お預かりした義援金は、日本赤十字社
埼玉県支部へ送金し、義援金配分委員会
を通じて全額被災された方々のもとへ届
けられます。義援金をお寄せいただきま
した個人・団体の皆さんに、心から御礼申
し上げます。
※ 義援金の受付期間は平成28年３月31日まで延長さ
れました。
問社会福祉課☎２５－５２０４

ご寄附ありがとうございました
　次の方から、社会福祉のために寄附をい

ただきました。温かな善意に感謝し、ご紹

介します。（平成27年８月）

▶ ８月19日、宗福寺様から、20,000円
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DSC34   「札所４番金昌寺の石仏群と不整合」
　札所４番金昌寺の大きな仁王門
をくぐると一千体にも及ぶたくさ
んの石仏があります。
　石仏は、盆地西側の岩殿沢から
切り出された石材で造られており、
大勢の人の手を経て運ばれたもの
で「功徳石」と呼ばれました。ま
たこの火山灰を含む石は刻みやすい
固さの凝灰質砂岩で「岩殿沢石」と

呼ばれました。
　坂を登ると奥の院があり、こ
の崖では、下部に三波川帯の蛇
紋岩、上部に秩父盆地内の礫岩層
が見られます。
　このように両者の間に大きな時
間の隔たりがある関係を不整合と
いいます。この寺は盆地と山地の
境界に建てられています。

問秩父まるごとジオパーク推進協議会事務局
　（観光課内）☎２５－５２０９　 FAX２７－２６２７

のの
ま
い
と
ばれました呼ば

の
紋
が

間
い
境

　

新
庁
舎
と
歴
史
文
化
伝
承
館
を
接
続

す
る
連
絡
通
路
を

建
設
す
る
際
の
安

全
を
確
保
す
る
た

め
、
現
在
歩
行
者

用
通
路
と
な
っ
て

い
る
歴
史
文
化
伝

承
館
東
側
通
路
が

通
り
抜
け
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に

伴
い
歴
史
文
化
伝

承
館
東
側
通
用
口

も
ご
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
管
財
課
☎
22

－

２
２
０
８

　

市
役
所
本
庁
舎
等
建
設
推
進
室

　

☎
26
―
６
８
７
２

歴
史
文
化
伝
承
館
東
側
通
路
が

通
り
抜
け
で
き
な
く
な
り
ま
す

12
月
７
日
㈪
〜
建
設
工
事
完
了
ま
で

歴
史
文
化
伝
承
館
前

駐
車
場

歴
史
文
化

伝
承
館

通行不可

歴史文化伝承館構内案内図

工事用仮囲い

2015年10月号2015年10月号 8


